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Abstract
This paper describes the development and evaluation of an online ethical review system to enable smooth 
application for ethical review of research. This system was designed using three policies.1） This system 
automated most of the routine office tasks of ethical review such as accepting an application and contacting 
users.2） This system centralized information relating to ethical review.3） This system limited presented 
information. For example, student users were not shown the reviewer’s menu or review items not necessary 
for them. Undergraduates, graduates, and faculty members completed a questionnaire, wherein the user was 
asked about the user friendliness of this system by means of the Questionnaire for Evaluating Web Usability 
(Nakagawa, Suda, Zempo, & Matsumoto, 2001）. The results showed that this system was almost as user 

























































学科」と省略する） の研究倫理審査の手続きを Fig. 1 に示す．提出された申請書は，まず審査者 2 名に
よる個別審査によって審査される．2 名ともが研究倫理上の問題がないと判断した場合は，学科研究倫




















































































































する．審査結果が「条件付承認」の場合には，⑦ -1 から⑦ -4 までの処理が追加される．また，審査結果
が「再申請勧告」「非該当」となった際に疑義申出がなされた場合，⑧ -1 から⑧ -4 までの処理が追加される．
当システムが導入されない場合，事務担当者は，（5）で示した条件充足の確認と承認及び合議審査資
料の準備 （Fig.1 において二重線の枠で示した段階）の 2 段階以外に，申請書の受付 （Fig.1 における「申
請書の提出」段階） や個別審査の依頼 （同「審査者による個別審査」段階），審査結果の通知 （同「審査結果





システムの実装にあたり，開発は株式会社 NSD に委託した．使用した言語は Java，データベースは





















































2016 年 4 月 21 日から研究倫理審査の受け付けを開始した．2016 年前期中は 7 月 15 日まで申請を受

















調査時期　2016 年 7 月中旬～下旬であった．
調査対象者　当システムを利用する可能性の高い心理・社会福祉学科 3,4 年生 391 名，大学院臨床心
理学専攻院生 43 名，心理・社会福祉学科教職員 30 名を対象に調査を依頼した．このうち，大学生 67
名 （平均年齢 20.9 歳），大学院生 11 名（平均年齢 22.8 歳），教職員 14 名（平均年齢 47.3 歳）の計 92 名か
ら回答を得た．回収率はそれぞれ 17.1%，25.6%，46.7% であった．









を「1 ～ 2 回」「3 ～ 5 回」「6 ～ 10 回」「11 回以上」の選択肢を用い，単一回答形式で尋ねた．④当シス
テムの使い勝手について，ウェブサイトユーザビリティアンケート 4）によって測定した．当尺度は，ウェ
ブサイトの使い勝手について，好感度，役立ち感，内容の信頼性，操作の分かりやすさ，構成の分かり
やすさ，見やすさ，反応性の 7 下位尺度によって測定するものであった．下位尺度ごとに 3 項目からな
り，合計 21 項目であった （Tabel 1）．使用した選択肢は「全くそう思わない」から「大変そう思う」までの
5 件法であった．⑤当システムの改善点について，自由記述形式で尋ねた．













































































































































































80% を占めていた （Fig.5）．知っていた回答者のうち，ログインしたことがある回答者は約 60% であっ
た（Fig.6）．ログインしたことがある回答者のうち，その回数が 11 回以上の回答者が最も多く，僅差で
1 ～ 2 回の回答者が続いた （Fig.7）．なお，ログインしたことがある回答者の多くは，大学生と教職員
であった （Fig.8）．以降の分析は，「ログインしたことがある」回答者 45 名に限定して行った．
尺度構成　ウェブサイトユーザビリティアンケートの各項目について，「全くそう思わない」から「大
変そう思う」までを 1 点から 5 点と得点化し，各項目の平均値と標準偏差を算出した （Table 1）．下位尺
度ごとにα係数を算出したところ，好感度，内容の信頼性，操作の分かりやすさ，見やすさ，反応性に
関しては，いずれも .70 以上であり信頼性は十分であった．構成の分かりやすさは .60 とやや低かった．
役立ち感は .43 と低く，信頼性が確認されなかった．そのため，役立ち感を除く 6 下位尺度について各
項目の得点を平均し，尺度得点とした．
ユーザビリティに関する評価　役立ち感を除いた 6 下位尺度の平均値について，理論的中間点である
3 との差を t 検定によって比較した（Fig.9）．分析の結果，内容の信頼性（t（44）＝ 8.18, p < .01），構成の
分かりやすさ（t（44）＝ 5.44, p < .01），見やすさ（t（44）＝ 2.60, p ＝ .01），反応性（t（44）＝ 6.69, p < .01）は，
いずれも理論的中間点よりも有意に平均値が高かった．操作の分かりやすさは有意傾向であるものの（t
















行研究 5）において，認知度の高い 6 サイト （情報探索系，情報検索系，相互取引系のサイト各 2 つずつ） 
について得られた評価は，内容の信頼性が 3.75 （標準偏差 0.50，以下同様），操作のわかりやすさが 3.60 
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